
令和 8 年 2 月 27 日 

江東区立深川小学校 

校 長 川辺 章絵 

栄養士 小坂妃幸子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ３月
がつ

、今
いま

の学
がく

年
ねん

で過
す

ごす日
ひ

も残
のこ

りわずかとなりました。皆
みな

さんは、日
ひ

々
び

の

給
きゅう

食
しょく

からどんなことを学
まな

んできたでしょうか。 この１年
ねん

間
かん

を振
ふ

り返
かえ

り、できたこ

とをチェックしてみましょう。 

 友
とも

達
だち

や先
せん

生
せい

方
がた

と過
す

ごした給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

は、学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

のかけがえのない思
おも

い出
で

の一
ひと

つとなっていることでしょう。給
きゅう

食
しょく

が届
とど

くまでにはたくさんの人
ひと

が関
かか

わってい

て、皆
みな

さんを大
たい

切
せつ

に思
おも

う気
き

持
も

ちが詰
つ

まっています。これから先
さき

、困
こん

難
なん

にぶつかる

ことがあったら、ぜひ給
きゅう

食
しょく

のことを思
おも

い出
だ

してください。皆
みな

さんが元
げん

気
き

で活
かつ

躍
やく

できるようにと、いつまでも応
おう

援
えん

しています。 

給
きゅう

食
しょく

の前
まえ

に 

手
て

をきれいに 

洗
あら

えましたか？ 

地
ち

域
いき

でとれる食
た

べ物
もの

を 

知
し

ることができましたか？ 

よくかんで味
あじ

わって 

食
た

べられましたか？ 

バランスの良
よ

い 

食
しょく

事
じ

のとり方
かた

が 

わかりましたか？ 

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

や郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

 

について知
し

ることが 

できましたか？ 

楽
たの

しい給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

を 

過
す

ごせましたか？ 

自
じ

分
ぶん

に必
ひつ

要
よう

な量
りょう

を 

考
かんが

えて食
た

べること 

ができましたか？ 

食
しょく

事
じ

のあいさつは 

心
こころ

を込
こ

めて 

言
い

えましたか？ 

おはしを正
ただ

しく使
つか

う 

ことができましたか？ 



毎
まい

年
とし

３月
がつ

３日
か

は、女
おんな

の子
こ

の健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

と幸
しあわ

せを願
ねが

い、お祝
いわ

いをする 

「ひな祭
まつ

り」です。ひな人
にん

形
ぎょう

や桃
もも

の花
はな

を飾
かざ

り、さまざまな願
ねが

いを込
こ

めた料
りょう

 

理
り

やお菓
か

子
し

をいただきます。季
き

節
せつ

の節
ふし

目
め

となる五
ご

節
せっ

句
く

（五
ご

節
せっ

供
く

）の一
ひと

つ「上
じょう

巳
し

の節
せっ

句
く

」でもあ 

り、季
き

節
せつ

の花
はな

にちなんで「桃
もも

の節
せっ

句
く

」とも呼
よ

ばれます。  

ひな祭
まつ

りの始
はじ

まりは、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

までさかのぼります。古
こ

代
だい

中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わっ 

た「上
じょう

巳
し

節
せつ

」という厄
やく

払
ばら

いの風
ふう

習
しゅう

と、貴
き

族
ぞく

の女
おんな

の子
こ

たちの間
あいだ

で流
りゅう

行
こう

した 

人
にん

形
ぎょう

遊
あそ

びが結
むす

びつき、人
にん

形
ぎょう

に災
わざわ

いを移
うつ

して川
かわ

に流
なが

す「流
なが

しびな」の風
ふう

習
しゅう

 

が生
う

まれました。その後
ご

、豪
ごう

華
か

なひな人
にん

形
ぎょう

を飾
かざ

るようになり、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には 

一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

びとの間
あいだ

へも広
ひろ

がっていき、現
げん

代
だい

のようなひな祭
まつ

りが行
おこな

われるよ 

うになりました。 

緑
みどり

・白
しろ

・桃
もも

（ピンク）の３ 色
しょく

を重
かさ

ねた、菱
ひし

形
がた

のもち。雪
ゆき

の下
した

か

ら新
しん

芽
め

が芽
め

吹
ぶ

き、桃
もも

の花
はな

が咲
さ

く春
はる

の様
よう

子
す

を 表
ひょう

現
げん

しているとされま

すが、色
いろ

や 形
かたち

、重
かさ

ね方
かた

など、地
ち

域
いき

によって違
ちが

いがあります。 

桃
もも

の花
はな

びらを酒
さけ

に浸
ひた

した「桃
とう

花
か

酒
しゅ

」を飲
の

む風
ふう

習
しゅう

がありましたが、

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に「白
しろ

酒
ざけ

」が売
う

り出
だ

され

ると、たちまち人
にん

気
き

を集
あつ

めて定
てい

着
ちゃく

しました。白
しろ

酒
ざけ

はアルコールを含
ふく

むため、子
こ

ども向
む

けには、米
こめ

麹
こうじ

か

ら作
つく

る甘
あま

酒
ざけ

などが用
もち

いられます。 

もとはひしもちを砕
くだ

いて作
つく

ら

れていました。関
かん

東
とう

と関
かん

西
さい

で大
おお

きく異
こと

なり、関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

では米
こめ

粒
つぶ

形
がた

の甘
あま

いポン菓
が

子
し

、関
かん

西
さい

地
ち

方
ほう

で

は 直
ちょっ

径
けい

１cmほどの丸
まる

形
がた

のあられ

が親
した

しまれています。 

酢
す

飯
めし

の上
うえ

に、縁
えん

起
ぎ

の良
よ

い食
た

べ物
もの

、 旬
しゅん

の食
た

べ物
もの

を 彩
いろど

りよく

散
ち

らしたおすし。ひな祭
まつ

りの食
た

べ物
もの

として定
てい

着
ちゃく

したのは最
さい

近
きん

のことで、もとは、塩
しお

漬
づ

けにした 魚
さかな

と米
こめ

を発
はっ

酵
こう

させた

「なれずし」が食
た

べられていたとされています。 

はまぐりは、対
つい

になった貝
かい

殻
がら

でないと 形
かたち

がぴ

ったり合
あ

わないことから、夫
ふう

婦
ふ

円
えん

満
まん

の 象
しょう

徴
ちょう

と

されています。良
よ

い縁
えん

に恵
めぐ

まれて、 幸
しあわ

せになれ

るようにという願
ねが

いが込
こ

められています。 

 

 

 

 

 


